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法
政
史
学

は

じ

め

に
第
一
三
号

苗
Eヨ

洞

教

団

の

近

世

的

八．

四

発

展

近
世
に
お
け
る
封
建
制
の
研
究
は
最
近
質
的
に
も
量
的
に
も
非
常
な
成
果

を
挙
げ
、
研
究
分
野
の
広
汎
化
・
錯
綜
化
の
傾
向
は
益
々
増
大
し
つ
つ
あ

る
。
と
は
云
え
そ
の
偏
向
性
宏
克
服
し
得
た
と
は
い
え
ず
、
た
と
え
ば
一
九

五
九
年
の
回
顧
と
展
望
で
も
思
想
史
・
文
化
史
面
の
立
ち
遅
れ
を
露
呈
し
て

い
る
。ま

た
研
究
内
容
に
勺
い
て
も
「
近
世
史
全
体
の
発
展
と
そ
の
構
造
と
の
内

面
的
連
関
の
上
に
凝
結
し
た
研
究
史
的
な
労
作
に
之
し
い
様
に
思
わ
れ
る
。」

と
述
べ
て
い
る
。

八
五
く
同
感
で
あ
る
が
、
特
に
宗
教
史
の
研
究
は
中
世
に
お

い
て
多
く
の
成
果
を
収
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
世
の
宗
教
史
l
特

2
） 

に
仏
教
史
ー
に
は
顕
著
な
成
果
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
じ

し
か
し
現
代
既
成
仏
教
の
性
格
は
、
そ
の
多
く
が
近
世
に
お
い
て
確
立
し

明
治
を
経
て
今
日
に
さ

什
て
い
る
こ
と
い
そ
思
え
ば
、
そ
の
よ
り
一
一
胞
の
進
展

の
た
め
に
も
近
世
仏
教
史
の
厳
密
な
性
格
規
定
の
必
要
性
役
帯
び
て
く
る
。

ま
た
近
世
の
宗
教
教
団
が
幕
藩
体
制
の
も
と
に
何
ん
ら
か
の
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
政
治
経
済
社
会
と
密
接
な
関
連
含
有
す
る
こ
と
は
疑
い
え
な
い
こ

幕

府

政

策

と

の

関

連

に

お

い

て

渡

辺

康

日
Eヨ

と
で
あ
り
、
こ
の
方
面
か
ら
の
解
明
も
ま
た
必
要
で
あ
る
と
信
ず
る
。

以
上
の
如
き
意
味
に
お
い
て
本
稿
で
は
既
成
仏
教
中
で
も
、
多
く
の
寺
院

を
有
し
、
ま
た
多
く
の
矛
盾
を
内
包
す
る
曹
制
宗
教
団
が
、
幕
藩
体
制
下
に

政
治
権
力
と
如
何
な
る
関
係
を
持
ち
、
そ
の
も
と
に
お
い
て
如
何
な
る
発
展

過
程
を
辿
っ
た
か
を
主
と
し
て
幕
府
政
策
と
教
団
内
部
機
構
の
対
応
形
態
の

面
か
ら
考
察
し
よ
う
と
思
う
。

近
世
的
教
団
の
形
成

中
世
に
お
け
る
曹
耐
教
団
は
そ
の
頭
初
、
希
玄
道
元
の
開
創
に
な
る
越
前

永
平
寺
を
中
心
と
し
て
そ
の
周
辺
に
発
展
し
、
当
時
仏
教
り
一
般
的
傾
向
で

あ
っ
た
政
治
権
力
と
の
連
繋
を
極
力
敬
遠
し
て
清
貧
に
甘
ん
じ
た
人
々
の
集

団
で
あ

っ
た。

し
か
し
応
仁
の
乱
前
後
よ
り
一
般
的
風
潮
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
教
団
に
対

す
る
積
極
的
な
経
営
方
針
は
、
そ
の
消
極
性
を
許
さ
ず
、
そ
の
結
呆
は
当
然

道
元
門
下
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
、
以
後
積
極
的
に
地
方
発
展
が
推
進
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
教
団
内
の
有
力
寺
院
の
多
く
が
当
時
の
開
創
に
な
る
こ

（

3
） 

と
か
ら
も
察
知
さ
れ
る
。
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す
な
わ
ち
越
前
（
永
平
寺
）
を
中
心
と
す
る
教
団
、
加
越
能
三
国
（
総
持

寺
）
を
中
心
と
す
る
教
団
、
肥
後
（
大
慈
寺
）
を
中
心
と
す
る
教
団
等
を
中

心
と
し
て
漸
次
他
地
方
へ
も
中
小
教
団
の
派
生
を
促
す
よ
う
に
な
る
。
こ
の

結
果
は
法
系
上
の
門
派
に
よ
る
縦
の
線
を
強
張
す
る
こ
と
と
な
り
、
他
門
派

寺
院
相
互
の
い
わ
ば
横
の
線
は
軽
視
さ
れ
、
こ
こ
に
中
世
曹
洞
教
団
の
地
方

分
散
的
性
格
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

慶
長
八
年
ご
六

O
三
）
の
江
戸
開
幕
に
よ
る
近
世
封
建
社
会
へ
の
移
行

は
、
全
面
的
権
力
の
集
中
が
推
進
さ
れ
、
急
速
に
幕
藩
体
制
へ
の
組
替
が
行

わ
れ
て
、
各
宗
教
団
寺
院
に
対
す
る
政
策
も
続
々
と
打
出
さ
れ
た
。
慶
長
十

年
頃
よ
り
元
和
元
年
に
か
け
て
順
次
発
布
さ
れ
た
各
宗
法
度
・
寺
院
法
度
等

｛

d

’）
 

が
そ
れ
で
あ
る
。

曹
洞
教
団
に
対
す
る
幕
府
政
策
も
や
は
り
上
の
目
的
か
ち
行
わ
れ
、
法
的

強
制
に
よ
り
推
進
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
第
一
に
考
察
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
は
教
団
組
織
の
中
核
と
な
る
べ
き
本
山
の
確
定
で
あ
る
。
現

在
曹
洞
宗
に
お
け
る
本
山
は
永
平
寺
と
総
持
寺
の
二
筒
寺
か
ら
成

つ
て
い
る

が
、
こ
の
一
宗
一
派
本
山
並
立
の
形
態
は
実
に
元
和
元
年
こ
六
一
五
）
七

月
の
「
永
平
寺
諸
法
度
」
・
「
総
持
寺
諸
法
度
」
に
よ
る
「
出
世
之
道
場
」
た

る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ば
幕
府
に
よ
る
本
山
並
立
政

策
は
如
何
な
る
意
図
の
も
と
に
遂
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
幕
府
は
中
小

教
団
の
分
散
的
な
状
態
を
一
宗
一
本
山
の
も
と
に
中
央
集
権
的
教
団
体
制
と

し
て
確
立
す
る
こ
と
が
究
極
の
目
標
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
本
山
並
立
の
形
態
は
如
何
な
る
理
由
か
ら
惹
起
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
に
そ
の
直
前
慶
長
二

O
年
六
月
幕
府
か
ら
永
平
寺
、
総
持
寺
に
対
し

次
の
様
な
文
書
が
発
せ
ら
れ
た
。

曹
洞
教
団
の
近
世
的
発
展
（
渡
辺
）

「
態
令
啓
候
。
長
老
成
之
永
宣
旨
之
由
に
付
市
。
御
不
審
之
儀
候
問
。
早
々

為
持
可
被
越
候
。
可
備
上
覧
候
。
只
今
諸
寺
法
度
御
定
有
之
故
如
此
候
。

〈

6
〉

御
油
断
有
間
敷
候
。
恐
々
謹
言
。
」

こ
れ
は
「
只
今
諸
寺
御
法
度
御
定
有
之
故
」
の
照
会
文
書
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
る
。
し
か
し
「
長
老
成
之
永
宣
旨
之
由
に
付
而
。
御
不
審
之
儀
候

間
」
と
あ
る
如
く
、
い
ざ
法
度
の
運
び
に
な
る
と
「
源
君
将
下
以
二
永
平
一
為
中

（

7
） 

洞
門
本
寺
ヘ
」
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
総
持
寺
後
見
芳
春
院
当
住
及
び
加
賀

宝
円
寺
五
世
た
る
泰
山
雲
費
は
、

、
品
寸
〉

「
師
上
二
書
殿
階
一
日
。
総
持
禅
師
者
。
後
醍
醐
天
皇
敗
賜
発
利
。
而
命
－
一
関

山
埜
山
一
匡
v
宗
。
御
製
詰
命
。
其
略
目
。
補
一
一
任
曹
洞
出
世
之
道
場
刊
官
一
下

相
二
並
南
禅
一
服
一
一
紫
衣
一
奉

E
祈
一
一
国
家
延
長
↓
次
歴
朝
天
子
震
翰
。
皆
如
v

斯
。
仰
望
閣
下
請
随
ニ
先
雌
ご

と
主
張
し
た
。
そ
の
結
果
「
源
君
見
乃
従
v
之
ν

陸
二
永
平
総
持
刊
為
三
両
本

寺
ご
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
永
平
寺
総
持
寺
両
本
山
並
立
の
形
態
が
成
立
し

最
初
永
平
寺
を
も
っ
て
宗
内
を
統
一
せ
ん
と
し
た
幕
府
の
意
図
に
も
か
か
わ

ら
ず
こ
の
形
態
を
採
用
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
こ

の
間
の
事
情
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
辻
善
之
助
博
士
も
両
寺

の
法
度
を
比
較
さ
れ
て
、
永
平
寺
諸
法
度
の
「
日
本
曹
洞
下
之
末
流
、
如
二

先
規
（
可
ν
守
一
一
当
寺
之
家
訓
一
事
」
の
一
条
は
「
総
持
寺
法
度
の
中
に
は
見
え

ざ
る
も
の
で
あ
る
。
幕
府
が
永
平
寺
と
総
持
寺
と
に
対
す
る
態
度
は
、
之
に

（

8
） 

よ
り
て
、
そ
の
一
般
を
推
す
に
足
る
。
」
と
の
如
く
、
両
本
山
に
対
す
る
幕

府
の
取
扱
い
は
江
戸
時
代
を
通
じ
永
平
寺
を
優
遇
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た

と
え
ば
「
寺
格
帳
」
に
よ
る
と
「
勅
許
曹
洞
宗
総
本
寺
出
世
之
道
場
、
勅
許
禅

八
五
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法
政
史
学

第
一
三
号

師
号
紫
衣
直
参
内
」
と
あ
る
永
平
寺
の
方
が
、
「
勅
許
曹
洞
宗
出
世
之
本
寺
、

輪
番
地
現
住
山
紫
衣
」
と
あ
る
総
持
寺
よ
り
格
式
の
高
い
こ
と
が
判
明
す

る
。
し
か
ら
ば
こ
の
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
両
本
山
は
当
時
加
何
な
る
状
態
で

あ
っ
た
か
。
ま
ず
永
平
寺
の
場
合
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
当
時
確
か
に
永
平

寺
は
道
一
冗
開
創
の
地
と
し
て
の
古
利
で
あ
っ
た
。
し
か
し
道
元
の
後
、
孤
雲

懐
弊
、
徹
通
義
介
、
義
演
次
い
で
第
五
代
に
宝
慶
寺
寂
円
、
そ
の
弟
子
義
雲

と
続
き
、
曇
希
か
ら
門
鶴
ま
で
の
間
十
五
代
と
続
く
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間

（
叩
〉

約
二
五

0
年
間
は
伝
記
も
寂
年
も
大
略
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
明
応
頃
の
人
上

野
畦
林
寺
曇
英
慧
応
は
「
偶
永
平
祖
利
荒
蕪
」
と
述
べ
如
何
に
荒
廃
し
て
い

た
か
を
窺
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
に
対
し
総
持
寺
は
関
山
笠
山
紹
瑳
の
後
、
峨
山
紹
碩
が
嗣
ぎ
、
そ
の

法
嗣
二
五
哲
の
う
ち
大
源
宗
真
、
通
幻
寂
霊
、
無
端
祖
環
、
大
徹
宗
令
、
実

峰
良
秀
の
五
哲
の
派
下
を
以
て
輪
番
に
住
持
す
る
輪
住
制
を
定
め
、
峨
山
派

の
本
山
と
し
て
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
。

以
上
当
時
に
お
け
る
両
寺
の
状
態
を
元
和
元
年
以
後
に
お
け
る
幕
府
の
取

扱
い
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
如
何
な
る
理
由
で
宗
内
の
大
部
分
の
末
寺
を
有

す
る
総
持
寺
を
永
平
寺
よ
り
も
低
い
格
式
の
も
と
に
置
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
主
と
し
て
政
治
的
背
景
を
考
え
る
と

元
和
元
年
七
月
総
持
法
度
発
布
の
直
後
、
八
月
廿
日
に
加
賀
藩
主
前
田
利
光

は
「
諸
款
山
総
持
寺
法
度
」
を
発
し
、
さ
ら
に
元
和
四
年
（
一
六
一
八
）
十

月
に
は
「
当
寺
錠
」
で
寺
領
三
二
六
石
二
斗
を
定
め
、
「
桐
堂
米
」
、
「
当
寺

物
米
銭
等
之
事
」
等
に
よ
り
種
々
の
保
護
・
規
制
を
設
け
て
い
る
。
す
な
わ

ち
総
持
寺
の
外
護
者
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
総
持
寺
は
宗
内
大

部
分
の
末
寺
を
承
握
す
る
こ
と
に
よ
り
宗
内
第
一
の
組
織
力
を
誇
る
本
寺
に

｝＼ 

/'>. 

加
え
百
万
石
の
外
様
大
名
前
田
家
を
外
護
者
に
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
も
し

さ
ら
に
総
持
寺
の
み
を
曹
洞
宗
の
本
山
と
し
中
央
集
権
を
計
る
な
ら
ば
宗
内

に
お
け
る
政
治
的
経
済
的
権
力
は
最
大
の
大
名
加
賀
藩
内
（
能
登
）
に
所
在

す
る
総
持
寺
に
集
権
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
最
近
幕
藩
体
制
研
究
の
隆
盛
に

よ
り
、
藩
に
或
程
度
の
行
政
権
が
認
め
ら
れ
地
方
分
権
的
性
格
を
有
す
る
も

の
と
さ
れ
る
が
、
だ
と
す
る
な
ら
ば
総
持
寺
の
性
格
は
幕
府
権
力
維
持
上
、

非
常
な
危
険
性
を
帯
び
る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
譜
代
松
平
秀
康
の
所
領
福

井
藩
に
所
在
す
る
永
平
寺
を
盛
り
立
て
道
元
草
創
の
古
剃
と
い
う
格
式
か
ら

本
山
と
し
て
、
加
賀
藩
へ
の
権
力
集
中
を
制
御
す
る
目
的
を
持
っ
た
と
思
わ

れ
る
。一

方
宗
内
に
お
い
て
も
永
平
寺
の
荒
廃
を
嘆
じ
、
そ
の
復
興
を
志
し
た
人

々
が
あ
る
。
畏
門
大
寧
寺
器
之
為
璃
、
上
野
管
林
寺
曇
英
慧
応
、
安
芸
洞
雲

寺
金
岡
用
兼
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
室
町
時
代
の
人
々
で
あ
る
が
、

特
に
為
璃
は
「
国
中
永
平
寺
者
、
襲
祖
開
闘
之
道
場
而
洞
上
之
第
一
峰
也
、

汲
ニ
洞
水
之
流
一
者
、
不
V

可
v
不
v
歴
三
此
地
乙
と
述
べ
そ
の
同
心
、

「
乃
祖
従
玄
関
哉
ご
化
権
一
宗
風
墜
v
地
百
余
年
、

児
孫
無
－
一復
英
霊
漢
一
誰
把
二
鷲
腰
－
続
三
断
弦
一
」

と
あ
る
。
そ
の
語
句
が
示
す
如
く
、
当
時
宗
内
に
は
永
平
寺
に
対
し
道
元
開

創
の
地
と
い
う
法
祖
的
思
想
が
根
強
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
。

こ
の
よ
う
な
宗
内
状
勢
を
背
景
と
し
て
幕
府
は
最
初
永
平
寺
を
総
本
山
え

し
、
そ
の
下
に
本
末
関
係
を
確
立
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
泰
山
雲
露
出
合

代
表
と
す
る
総
持
寺
派
の
反
対
に
よ
り
、
こ
れ
も
ま
た
本
山
と
し
て
両
本
山

並
立
政
策
を
採
ら
ざ
る
を
得
ず
、
か
く
て
永
平
寺
を
法
祖
的
性
格
を
有
す
る

本
山
と
し
て
格
式
を
高
く
し
、
総
持
寺
は
教
団
組
織
の
中
心
と
し
て
の
性
格
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を
持
つ
本
山
と
し
て
宗
内
を
統
一
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
一
宗
一
派
本
山
並
立
の
形
態
を
採
っ
た
幕
府
は
如
何
に
し
て
現
実

の
教
団
を
把
握
し
得
た
で
あ
ろ
う
か
。
本
末
関
係
を
通
じ
て
の
支
配
は
末
寺

の
大
部
分
が
総
持
寺
に
杷
摂
さ
れ
る
限
り
、
そ
の
成
立
事
情
よ
り
見
て
無
理

で
あ
り
、
新
た
な
る
機
関
そ
創
設
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

す
な
わ
ち
幕
府
の
教
団
支
配
形
態
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
意
義
を
有
す
る

僧
録
制
度
を
設
置
す
る
の
で
あ
る
。

僧
録
制
度
の
展
開

斎
徳
川
氏
に
よ
る
曹
洞
宗
僧
録
は
、
天
正
一
一
年
（
一
五
八
三
）
遠
江
可
睡

（

M
） 

斎
を
三
河
遠
江
駿
河
伊
豆
四
筒
国
の
僧
録
に
任
町
、
の
を
最
初
と
す
る
が
、

次
い
で
慶
長
一

O
年

ご

六

O
五
）
上
野
態
林
寺
に
対
し
て
も
上
野
信
濃
越

後
佐
渡
四
筒
国
の
僧
録
状
を
発
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
地
方
的
性
格

を
持
つ
も
の
で
本
格
的
統
一
的
な
僧
録
は
慶
長
一
七
年
二
六
一
一
一
）
一

O

月
朔
日
、
「
曹
洞
宗
法
度
」
を
下
し
て
か
ら
で
あ
る
。
幕
府
は
ま
ず
総
寧

（
マ
マ
）

寺
、
龍
穏
寺
、
大
洞
院
に
対
し
「
下
総
関
宿
物
山
市
寺
、
武
越
生
龍
穏
寺
、
速

（
僧
）

州
大
洞
院
、
依
v
為
二
関
東
惣
録
司
一
被
v
下
v
之
」
と
て
下
し
た
の
で
あ
る
。

次
い
で
「
富
田
大
中
寺
へ
者
、
後
日
被
v
下
v
之
」
と
て
慶
長
二

O
年
（
一

六
一
五
）
六
月
二
八
日
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
大
洞
院
に
つ
い
て
は

「
可
睡
斎
支
配
下
大
形
大
洞
院
門
葉
之
寺
院
に
御
鹿
慢
問
、
本
山
大
洞
院
之

寺
号
宛
－
一
被
一
一
成
下
一
候
」
と
あ
り
、
「
自
是
大
洞
与
可
睡
、
両
寺
一
寺
之
表

日）
役
」
と
な
円
て
い
る
。
ま
た
万
治
四
年
二
六
六
こ
に
は
「
如
二
前
々
一
可

v
為
一
一
僧
録
一
」
と
可
睡
斎
に
対
し
安
堵
状
が
出
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
慶
長
二

O
年
六
月
に
は
可
睡
斎
、
総
寧
寺
、
龍
穏
寺
、
大
中
寺
の

曹
洞
教
団
の
近
世
的
発
展
（
渡
辺
）

僧
録
が
確
定
し
た
。
こ
の
う
ち
可
聴
斎
を
除
く
三
筒
寺
を
通
常
関
東
三
筒

寺
、
関
三
筒
寺
、
関
三
剃
等
と
呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
一
方
、
其
年
の
七

月
、
す
な
わ
ち
元
和
元
年
七
月
に
は
永
平
寺
、
総
持
寺
に
対
し
「
寺
院
法

度
」
が
発
せ
ら
れ
た
こ
と
は
既
述
の
如
く
で
あ
る
。
辻
善
之
助
博
士
は
こ
の

関
係
に
つ
い
て
、

「
（
前
略
）
大
洞
院
は
駿
遠
参
三
箇
国
に
於
て
最
も
勢
力
あ
り
、
可
睡
斎
の

支
配
下
の
寺
は
大
低
大
洞
院
派
の
寺
で
あ
る
に
由
っ
て
、
之
に
朱
印
を
授

け
、
以
て
駿
遠
参
三
筒
国
の
曹
洞
宗
寺
院
の
僧
録
た
ら
し
め
、
ま
た
関
東

三
箇
寺
を
し
て
関
東
曹
洞
寺
院
を
統
べ
し
め
ん
が
為
め
に
、
之
に
朱
印
を

授
け
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
曹
洞
宗
の
統
制
を
計
っ
た
の
で
あ
る
が
、

後
に
元
和
元
年
に
至
っ
て
、
更
に
永
平
寺
、
総
持
寺
に
法
度
を
下
し
て
、

曹
洞
宗
の
本
山
と
し
、
之
を
総
轄
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
後
よ
り
し
て
考

ふ
れ
ば
、
前
の
慶
長
十
七
年
の
法
度
発
布
は
早
ま

っ
た
嫌
が
あ
る
。
家
康

の
寺
院
法
度
制
定
に
於
け
る
一
般
方
針
た
る
中
央
集
権
主
義
に
多
少
戻
る

の
感
な
き
に
非
ず
。
同
じ
曹
洞
宗
内
に
於
て
、
関
東
及
び
駿
遠
参
の
み
は

別
法
度
の
朱
印
を
有
し
て
、
独
立
し
て
い
る
か
の
観
が
あ
る
。
（
下
略
）
」

（
傍
点
引
用
者
）

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
両
本
山
及
び
僧
録
に
発
せ
ら
れ
た
法

度
の
性
格
を
考
え
る
と
き
、
直
ち
に
は
承
服
し
難
い
様
に
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
両
本
山
の
「
寺
院
法
度
」
は
教
団
組
織
の
宗
教
的
権
威
の
象
徴

と
し
て
で
あ
り
、
僧
録
の
「
曹
洞
宗
法
度
」
は
教
団
行
政
の
権
威
と
し
て
で

あ
る
。
従
η

て
幕
府
は
単
に
時
々
に
お
け
る
冗
漫
な
政
策
を
採
っ
た
の
で
は

な
く
、
厳
密
な
計
算
の
も
と
に
打
出
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

‘

す
な
わ
ち
僧
録
の
設
置
条
件
と
し
て
幕
府
と
何
ん
ら
か
の
関
係
を
持
つ
僧

八
七
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法
政
史
学

第
一
三
号

侶
寺
院
が
選
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
ず
遠
江
可
睡
斎
と
の
関
係
に
つ
い
て

＋
也
、「

古
へ
文
乙
未
（
六
）
年
。
松
平
次
郎
三
郎
広
忠
公
。
為
一
両
姓
内
膳
信
定
会↓

縞
退
－
一
去
於
岡
崎
城
↓
従
臣
阿
部
大
蔵
其
外
六
七
輩
。
調
回
一
篠
島
妙
見
斎
一
両

月
。
且
石
橋
之
氏
族
等
井
等
膳
和
向
相
共
奉
ν
送
一
一
子
勢
州
神
戸
4

其
後
天

正
年
中
等
謄
住
三
十
J

可
睡
一
時
。
大
神
君
在
↓
一
当
悶
浜
松
之
城
刊
有
－
一婦
人
一

日
築
山
。
有
v
罪
被
v
訴
。
亡
魂
為
一
一
蛇
形
一
時
三
十
寝
殿
刊
（
中
略
）
請
一
春
一
寸

膳
↓
卒
一
樟
易
宋
山
二
弟
刊
拝
三
謁
大
神
君
－
目
。
可
目
立
坦
降
－
伏
怪
県
↓
師

弟
止
一
一
寝
殿
二
夜
。
禅
定
修
法
旦
授－
一害
蔭
戒
血
脈
↓
死
雪
一乍
伏
。
等
膳

道
徳
弥
高
。
」

と
あ
り
、
そ
の
結
果
天
正
一
一
年
鳳
山
等
謄
に
対
し
て
、
「
賜
二
三
遠
駿
弁

豆
州
修
禅
寺
一
一
部
之
僧
録
司
ご
さ
ら
に
弟
子
士
峯
宋
山
に
対
し
康
長
一
七

年
に
「
顎
一
日
域
曹
洞
一
宗
錠
於
宋
山
和
尚
こ
こ
と
と
な
っ
た
。

次
に
武
蔵
竜
穏
寺
は
、

「
僧
録
之
御
朱
印
被
ニ
下
置
－
候
、
柔
J
h
龍
穏
寺
十
六
代
鶴
峰
（
粟
孫
）
和
尚

戸而
絡
）

者
乍
v
恐
紀
伊
大
納
言
様
御
母
様
に
少
之
御
遺
所
由
緒
御
座
候
故
、
折
々

被
ご
仰
上
一
被
二
下
置
一
候
」
、
そ
の
御
由
緒
と
は
、

「
鶴
峰
儀
、
神
君
様
御
近
在
之
御
女
中
お
な
つ
之
方
伯
父
－
一
御
座
候
故
関
東

御
入
国
以
来
数
度
神
君
様
御
前
江
被
v
会
召
出
一
御
懇
之
御
意
被
一
一
成
下
一

ハ幻）
候
よ

と
い
う
関
係
か
ら
僧
録
を
仰
付
ら
れ
た
。
ま
た
大
中
寺
、
総
寧
寺
は
鶴
峰
緊

孫
の
「
御
取
成
故
総
寧
寺
大
中
寺
同
御
頂
戴
仕
候
。
」
と
あ
る
。

下
野
大
中
寺
は
、

「
建
室
（
宗
寅
）
与
申
僧
大
中
寺
住
職
龍
在
。
右
者
今
川
義
元
之
伯
父
ニ
而

/¥. 
l¥. 

大
神
君
御
若
年
之
頃
被
ν
為
v
在
エ
御
見
知
↓
其
弟
子
宗
関
（
円
庵
）
儀
茂

義
元
之
姉
之
子
ニ
而
師
弟
共
難
有
蒙
－
動
懇
一
之
上
、
建
室
儀
者
直
参
内
手

仕
、
宗
関
儀
相
続
市
大
中
寺
住
職
被
一
一
仰
付
一
其
弟
子
松
薫
（
天
南
）
同

大
中
寺
住
職
被
二
仰
付
一
御
代
々
様
格
別
－
一
御
懇
被
一
一
成
下
一
候
。
」

と
あ
り
、
法
度
は
天
南
松
薫
の
時
出
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

「
松
薫
大
中
寺
へ
入
院
億
一
而
。
御
礼
に
上
洛
候
。
先
年
総
寧
寺
龍
穏
寺
に
御

朱
印
を
被
v
遣
侯
将
軍
様
之
御
朱
印
之
案
。
慶
長
十
七
年
に
被
v
遣
候
を
山

脇
被
コ持
来
↓
案
紙
九
冊
目
に
写
置。

（
中
略
）
去
年
大
中
寺
へ
は
御
朱
印

下
v
被
v
取
候
－
一
付
而
。
今
度
被
v
遣
候
也
。
（
中
略
）
此
清
書
は
二
条
御
殿

に
て
。
浅
井
七
平
持
て
被
v
出
。
則
大
中
寺
松
薫
へ
渡
候
也
。
」

と
あ
る
。
こ
の
人
の
出
自
に
つ
い
て
は
、

「
遠
州
人
。
九
歳
従
ニ
可
陣
鳳
山
膳
公
一
為
駆
烏
叩
受
具
後
。
首
参
一
語
嶺
於

大
中
↓
執
侍
数
歳
。
」

の
如
く
遠
州
の
人
で
あ
り
、
最
初
可
酔
斎
鳳
山
等
膳
に
付
い
て
出
家
L
、
後

大
中
寺
韓
嶺
良
雄
に
執
侍
し
た
こ
と
が
判
る
。
そ
し
て
「
慶
長
乙
卯
（
二

O
）

承＝
鈎
旨
刊
住
二
大
中
こ
と
な
っ
た
。

ま
た
総
寧
寺
は
、

「
十
六
代
一
峯
（
専
道
）
慶
長
十
七
年
奉
み
訳
二
東
照
神
君
之
鈎
命
一
成
ご
天
下

曹
洞
之
僧
録
司
一
戸
一
向
。
」

と
あ
り
幕
命
に
よ
り
僧
録
に
な
η

た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
僧
録
の
成
立
事
情
守
見
る
と
徳
川
氏
と
の
関
連
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
そ
れ
と
表
裏
の
事
実
と
し
て
、
僧
録
任
命
前
後
に
駿
府
、
江

戸
に
て
度
々
会
下
法
問
を
開
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

8
〕

慶
長
一
八
年
八
月
一
八
日
、
「
於
御
城
会
下
法
問
有
之
。
」
元
和
元
年
一
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月
二
八
日
、
・
「
於
江
戸
新
城
会
下
の
法
問
」
。
翌
年
正
月
六
日
、
「
寺
社
之
諸

（
ぬ
）

礼
相
済
御
礼
以
後
会
下
の
法
問
有
。
」
等
で
あ
る
が
、
特
に
可
睡
斎
宋
山
は

ハ
幻
）

そ
の
他
に
も
度
々
法
聞
を
行
っ
て
い
る
。

そ
れ
ら
法
問
に
集
合
し
た
人
物

み
晶
、

セ
キ
ヤ
－
r

才
コ
セ

「
遠
州
可
睦
斎
宋
山
。
武
州
関
宿
惣
寧
寺
専
導
。
武
州
越
生
龍
穏
寺
嶺
緒
。

上
野
郎
炉
双
林
寺
等
鎖
。
下
野
山
川
長
徳
院
呑
最
。
下
野
皆
川
傑
忠
「
寺
宗

関
。
下
野
富
田
大
中
寺
松
薫
。
江
戸
龍
雲
寺
怒
徹
。
江
戸
吉
祥
寺
呑
察
。

曽
賀
山
（
遠
州
）
正
法
寺
雲
達
。
全
栄
寺
膳
学
。
甲
州
（
竜
花
院
）
呑

勾
o
い
の
人
々
で
あ

り
た
o

こ
れ
ら
は
当
時
宗
内
の
幕
府
に
対
す
る
代
表

的
存
在
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
幕
府
は
こ
れ
ら
の
人
々
に
曹
洞
宗

の
行
政
権
を
委
ね
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
徳
川
氏
由
緒
の
地

に
所
在
す
る
可
睡
斎
、
幕
府
所
在
地
た
る
江
戸
近
郊
の
関
三
筒
寺
に
、
「
曹

洞
宗
法
度
」
を
下
し
、
僧
録
を
命
じ
て
教
団
の
行
政
的
基
礎
を
確
立
し
た
の

で
あ
る
。

し
か
ら
ば
次
に
幕
府
権
力
介
入
の
も
と
に
成
立
し
た
僧
録
は
全
国
末
派
寺

院
に
対
し
如
何
な
る
支
配
組
織
を
も
っ
て
臨
ん
だ
か
を
知
る
た
め
、
僧
録
制

度
の
構
造
に
つ
い
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
中
央
の
支
配
機
構
と
し
て
、
延
宝
五
年
（
一
六
六
七
）
の
「
曹
洞
宗

（お）

僧
録
関
三
筒
寺
執
務
之
覚
」
に
、

「不
v
立
ニ
我
意
一
三
筒
寺
令
一
拍
融
一
諸
事
遂
一
－
吟
味
一
無
二
依
佑
晶
負
一
可
v
有ニ

其
沙
汰
λ

若
不
v
及
－
一
了
簡
一
儀
者
、
奉
行
所
へ
申
達
之
、
相
談
之
上
可
v
受ニ

差
図
－
事
」

「
三
筒
寺
致
二
月
番
一
当
番
之
方
に
て
寄
会
仕
、
」

「
三
筒
寺
在
寺
之
時
は
総
泉
寺
、
青
松
寺
、
泉
岳
寺
に
諸
事
申
置
、
」

曹
洞
教
団
の
近
世
的
発
展
（
渡
辺
）

と
あ
り
総
寧
寺
、
龍
穏
寺
、
大
中
寺
は
寺
社
奉
行
の
も
と
に
僧
録
と
し
て
宗

内
行
政
を
司
り
、
月
番
制
を
採
用
し
、
合
議
制
を
も
っ
て
執
務
す
べ
き
こ

と
、
ま
た
通
常
関
三
筒
寺
は
江
戸
の
宿
寺
に
て
鑑
司
、
奏
者
等
の
役
僧
を
置

き
実
務
を
処
理
す
る
の
で
あ
る
が
、
「
三
筒
寺
在
寺
之
時
」
す
な
わ
ち
住
職

が
自
坊
に
帰
っ
た
時
は
江
戸
所
在
の
三
筒
寺
H
府
内
三
筒
寺
に
て
事
務
代
行

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
下
に
は
天
詰
寺
、
功
雲
寺
、
．
長
谷
寺

の
い
わ
ゆ
る
下
三
筒
寺
を
設
け
て
府
内
三
間
寺
の
副
役
と
し
て
い
る
。

次
に
地
方
組
織
は
録
所
（
国
録
）
を
設
置
し
て
そ
の
任
に
一
一句
せ
た
。
録

所
は
寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
六
月
一
一
一
一
目
、
〈
吐
唱
）
に
約
五

O
筒
所
を
設
置

し
、
次
い
で
延
宝
九
年
（
一
六
八
一
）
一
四
七
箇
所
か
ら
な
る
録
所
の
制
度

を
確
立
き
せ
る
の
で
あ
る

u

そ
の
設
置
条
件
は
主
と
し
て
諸
大
名
の
菩
提

寺
、
各
城
下
町
の
有
力
寺
院
、
多
数
の
末
寺
を
有
す
る
中
小
本
寺
を
こ
れ
に

充
て
た
。
そ
の
よ
う
な
録
所
を
中
心
と
す
る
末
派
寺
院
を
関
三
筒
寺
、
可
睦

斎
に
よ
り
全
国
支
配
す
る
の
で
あ
る
。

「
延
宝
九
年
辛
西
正
副
寸
二
一
日
龍
穏
寺
寄
合
に
て
決
評
二
月
廿
三
日
総
泉
寺

に
て
闘
左
之
通
取
定
」

と
し
た
。
そ
の
内
容
は
大
中
寺
配
国
一
二
箇
園
、
録
所
五
四
筒
寺
。
総
寧
寺

配
国
二
一
筒
園
、
録
所
二
八
箇
寺
。
龍
穏
寺
配
国
二
三
箇
園
、
録
所
六
五
箇

寺
。
可
時
斎
配
国
四
筒
国
と
し
、
こ
の
う
ち
下
野
、
常
陸
、
下
総
、
相
模
、

武
蔵
、
駿
河
、
遠
江
、
三
河
は
関
三
箇
寺
、
可
睡
斎
の
直
支
配
と
な
っ
て
い

る
。こ

こ
に
僧
録
を
宗
内
行
政
の
頂
点
と
し
分
国
支
配
を
行
い
、
そ
の
下
に
録

所
を
設
け
、
場
合
に
よ
っ
て
は
さ
ら
に
讐
林
寺
、
永
沢
寺
の
如
く
副
録
を
設

置
し
て
全
国
末
派
寺
院
の
支
配
を
行
っ
た
。
す
な
わ
ち
幕
府
の
意
志
伝
達
機

八

九
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関
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
、
教
団
支
配
の
足
掛
り
と
し
て
い
る
。

木
末
制
度
の
展
開

以
上
の
考
察
に
よ
り
近
世
曹
洞
宗
に
対
す
る
幕
府
の
両
本
山
並
立
政
策
・

僧
録
制
度
の
設
置
に
よ
る
教
団
末
派
寺
院
把
握
政
策
を
明
ら
か
に
し
、
如
何

に
幕
府
が
教
団
政
策
の
一
環
と
し
て
、
力
を
注
い
だ
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
幕
府
権
力
の
教
団
内
へ
の
注
入
は
当
然
近
世
教
団

の
形
成
に
多
く
の
影
響
を
与
え
ず
に
は
置
か
な
い
。
こ
こ
に
寛
永
九
年
（
一

六
三
二
）
か
ら
始
ま
り
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
に
至
っ
て
完
成
さ
れ
た
本

末
制
度
も
そ
の
重
要
な
政
策
の
一
環
と
考
え
ら
れ
る
。

本
末
関
係
は
中
世
の
地
方
発
展
の
過
程
に
お
い
て
成
立
し
、
い
わ
ゆ
る
本

寺
中
心
の
法
系
重
視
を
基
本
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
に
純
粋
な
本

末
関
係
は
や
が
て
政
治
権
力
と
の
交
渉
を
生
じ
、
複
雑
な
る
要
素
を
加
え
る

こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
近
世
的
本
末
関
係
へ
の
組
替
が
推
進
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
幕
府
は
そ
の
第
一
段
階
と
し
て
寛
永
九
年
九
月
五
日
諸
宗
に
命
じ
て

（
崎
山

U

各
寺
院
の
本
末
を
調
査
さ
せ
た
。
曹
洞
宗
は
そ
の
「
寺
院
本
末
記
」
一
二
巻

の
う
ち
三
巻
を
費
し
、
巻
七
に
は
太
洞
院
支
配
下
、
巻
八
は
永
平
寺
派
、
巻

九
は
通
幻
派
外
十
三
派
と
な

っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
そ
の
奥
書
に

「此

〈お）

外
寺
中
寺
数
多
御
座
候
」
と
か
、
「
大
綱
十
二
派
是
也
。
此
末
、
派
日
本
国
中

許
多
安
之

o
F知
一
一
其
在
民
故
皆
不
記
不
v
記
者
時
。
〕
と
あ
り
、
「
牒
改

（
釘
〉

め
の
遠
国
へ
は
手
が
届
か
ざ
る
故
と
見
え
た
り
。
」
と
調
査
が
不
徹
底
で
あ

っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

そ
の
後
元
時
五
年
（
一
六
九
ご
）
六
月
に
も
本
末
調
査
が
行
わ
れ
た
模
様

で
あ
る
が
、
詳
し
い
こ
と
は
判
明
し
て
い
な
い
。
そ
し
て
延
享
二
年
七
月
本

九
0 

格
的
調
査
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
時
の
達
書
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

「
寺
院
本
末
争
論
之
事
寛
永
十
年
諸
宗
分
差
上
候
寺
院
本
末
帳
を
以
取
捌
可

申
儀
勿
論
に
候
。
若
又
本
末
不
相
改
市
不
叶
事
有
之
は
伺
之
上
裁
許
可
申

付
候
、
但
寛
永
以
来
裁
許
申
付
候
内
本
末
帳
面
相
違
出
来
之
分
。
此
節
狽

に
相
改
侯
儀
に
て
は
無
之
候
。
向
後
右
之
通
堅
可
相
心
得
事
。

右
寛
永
十
年
差
上
侯
帳
面
全
備
無
之
様
相
見
候
之
問
。
右
帳
面
に
載
候

寺
格
之
寺
院
不
足
之
分
。
此
節
帳
面
に
取
置
可
申
候
事
。
右
之
通
被
仰
出

候
問
可
被
得
其
意
候
。
」

僧
録
は
左
の
副
達
を
添
え
て
、
諸
国
の
寺
院
へ
触
達
し
た
。

「
別
紙
御
書
付
之
趣
。
得
と
相
心
得
可
申
候
。

末
寺
帳
不
足
之
分
有
之
候

問
。
相
改
可
差
出
候
」

こ
の
と
き
曹
洞
宗
は
、
調
査
の
完
全
を
期
す
る
た
め
に
僧
録
よ
り
全
国
録

所
に
対
し
配
下
寺
院
を
調
査
す
る
様
命
じ
て
い
る
。
そ
の
結
果
は
、
延
宝
九

年
（
一

六
六

ご
完
成
さ
れ
た
末
端
支
配
機
構
た
る
全
国
録
所
を
組
織
的
に

動
員
し
た
た
め
、
高
度
の
正
確
さ
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

す
な
わ
ち
総
持
寺
所
蔵
「
延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
牒
」
に
よ
る
と
、
総

寧
寺
支
配
七
、
二
一
一
筒
寺
。
龍
穏
寺
支
配
三
、
九
五

O
筒
寺
。
大
中
寺
支
配

三
、
七
七
七
箇
寺
。
可
睡
斎
支
配
二
、
六
一
二
寺
。
記
載
寺
院
総
数

一
七
、
五

五
O
箇
寺
と
な
り
、
僧
録
を
基
本
と
す
る
記
載
形
式
を
採
っ
て
、
さ
ら
に
一

派
本
山
永
平
寺
・
総
持
寺
を
総
本
寺
と
し
、
そ
の
支
派
を
末
寺
之
一
、
末
寺

之
二
と
し
て
高
低
を
確
定
し
、
本
末
秩
序
の
根
本
基
礎
と
し
て
最
も
権
威
あ

る
本
末
帳
が
作
製
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
今
こ
れ
に
従
っ
て
寺
院
の
分
派
を
表

示
す
る
な
ら
ば
第
一
表
の
如
く
で
あ
る
。

こ
こ
に
極
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
ま
ず
本
山
永
平
寺
を
中
心
と
す
る
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渡
辺
）
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永
平
寺
派
の
寺
院
総
数
一
、
一
七
四
筒
寺
で
全
体
の
七
%
弱
を
示
す
に
対
し
、

一
方
の
本
山
総
持
寺
の
末
派
総
数
二
ハ
、
三
七
六
筒
寺
、
・
全
体
の
九
三
%
強
を

表
示
し
如
何
に
永
平
寺
実
派
が
少
数
で
あ
る
か
を
如
実
に
表
わ
し
て
い
る
。

こ
れ
を
前
述
の
両
本
山
並
山
過
程
と
併
せ
考
え
る
と
き
極
め
て
興
味
あ
る
問

題
を
提
起
し
て
い
る
。

ま
た
最
も
有
力
な
門
派
は
総
持
寺
支
派
の
峨
山
紹
碩
法
嗣
通
幻
寂
霊
の
門

派
及
び
閉
じ
く
大
源
宗
真
の
支
派
で
、
前
者
の
寺
院
総
数
は
九
、
二
四
O
箇

寺
、
全
体
の
五
二
・
六
五
%
、
後
者
は
四
、
九
O
六
筒
寺
、
二
七
・
九
四
%

両
者
合
計
一
四
、
二

O
O箇
寺
、
実
に
全
体
の
八

0
・
五
九
%
を
占
め
て
い

る
。
こ
こ
に
本
山
総
持
寺
が
如
何
に
多
く
の
末
寺
を
分
派
し
繁
栄
し
て
い
た

か
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
末
寺
の
有
無
が
経
済
問
題
と
大
き
く
関
係
す
る
こ

と
を
考
え
る
と
き
、
幕
府
権
力
介
入
の
在
方
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
ま
た
、
以
上
の
如
き
延
享
度
本
末
調
査
の
支
派
の
高
低
が
本
来
の

本
末
関
係
の
高
低
と
必
ら
ず
し
も
符
合
し
な
い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
る
。

本
来
曹
洞
宗
の
本
末
関
係
の
確
定
に
は
正
開
山
（
A
寺
の
開
山
ま
た
は
世

代
が

B
寺
を
開
創
し
て

B
寺
の
関
山
と
な
る
と
き
A
寺
を
B
寺
の
本
寺
と
し

B
寺
を
そ
の
末
寺
と
す
る
。
）
と
勧
請
開
山
（
B
寺
の
開
創
者
自
か
ら
開
山

と
な
ら
ず
そ
の
師
を
勧
請
し
て
開
山
と
し
、
白
か
ら
は
第
二
世
と
な
る
、
こ

の
場
合
師
の
寺
を
本
寺
と
す
る
。
）
が
あ
る
。
こ
の
原
則
を
厳
守
す
る
限
り

に
お
い
て
は
問
題
は
起
ら
な
い
。
し
か
し
実
際
に
は
自
己
の
寺
院
の
格
式
会
－

高
め
ん
が
た
め
、
種
々
の
方
法
を
講
ず
る
の
で
あ
る
。
特
に
勧
請
開
山
は
往

々
に
し
て
そ
の
師
の
寺
に
よ
ら
ず
数
代
遡
っ
て
本
寺
を
定
め
地
位
の
向
上
を

計
っ
て
い
る
。
こ
の
寺
院
が
政
治
権
力
と
連
繋
す
る
と
き
特
に
そ
の
傾
向
が

強
く
、
僧
録
は
そ
の
適
例
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
で
詳
細
は
別
稿
に
譲
る
が

九

関
三
筒
寺
、
可
時
斎
の
僧
録
と
匹
敵
す
る
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
寺
院

は
宗
内
に
多
数
広
り
、
例
え
ば
関
東
に
お
い
て
も
上
野
讐
林
寺
、
相
模
最
乗

寺
、
武
蔵
孝
顕
寺
等
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
関
三
箇
寺
は
総
て
通

幻
寂
霊
の
法
問
了
庵
慧
明
開
山
の
最
乗
寺
の
支
派
に
属
し
、
総
寧
寺
は
慧
明

の
四
代
後
桂
堂
佐
原
開
山
、
龍
穏
寺
は
三
代
後
泰
由
又
妙
康
開
山
、
大
中
寺
は

四
代
後
快
庵
妙
慶
の
関
山
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
皆
数
代
前
の
僧
を
勧

請
し
寺
格
を
高
め
、
延
享
二
年
本
末
帳
に
よ
っ
て
は
最
乗
寺
の
末
寺
は
総
べ

て
関
三
箇
寺
に
吸
収
し
、
最
乗
寺
に
可
し
て
は
「
配
下
者
無
之
候
得
共
三
筒
寺

〈
泊
〉

よ
り
別
触
達
仕
国
録
に
準
申
候
」
の
取
扱
を
し
て
い
る
。
か
か
る
状
態
に
お

い
て
は
当
然
本
末
の
異
論
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
延
享
度
の
本
末
確
定

ま
で
の
問
、
争
論
の
絶
聞
が
な
か
っ
た
。

す
な
わ
ち
寛
永
九
年
ご
六
三

一
一
）
の
本
末
調
・
査
か
ら
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
ま
で
一
一
三
年
間
に
主
な

も
の
だ
け
で
も
三
三
件
に
の
ぼ
る
。
荻
生
但
傑
を
し
て

「
出
家
程
公
事
ヲ
好
ム
物
ハ
ナ
シ
、
第
一
死
罪
－
一
ア
フ
気
遣
ナ
シ
、
妻
子
ノ

足
手
マ
ド
ヒ
ナ
シ
、
元
来
住
所
ヲ
定
ヌ
者
ナ
レ
パ
、
追
放
ヲ
悲
シ
マ
ズ
、

法
問
談
議
ヲ
仕
ナ
レ
テ
理
強
ク
我
慢
成
者
也
、
扱
出
家
ノ
公
事
ヲ
能
捌
一
ア

国
家
ノ
治
メ
ノ
益
ニ
ナ
ラ
ズ
、
悪
敷
捌
テ
モ
害
ニ
モ
ナ
ラ
ズ
、
詮
モ
無
コ

ト
多
シ
、
本
来
ノ
公
事
、
曹
洞
宗
ニ
多
キ
コ
ト
也
、
勧
請
開
山
ト
云
コ
ト

有
ヨ
リ
起
十
コ
卜
也
。
」
（
傍
点
引
用
者
｝

と
嘆
ぜ
し
め
た
る
こ
と
誠
に
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。
な
か
で
も
最
大
と
い
わ

れ
る
も
の
は
、
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
の
下
総
東
昌
寺
黙
山
、
上
野
龍
華

（

減

〉

院
雪
峰
よ
り
下
総
総
軍
寺
に
苅
し
行
わ
れ
た
所
謂
通
幻
四
箇
道
場
論
。
元
誠

九
年
（
一
六
九
六
）
か
ら
正
徳
三
年
（
一
七
一
一
二
）
に
か
け
て
起
っ
た
武
蔵

（

泉

）

（

ω〉

龍
穏
寺
対
上
野
補
陀
寺
武
蔵
大
仙
寺
．
上
野
讐
林
寺
に
お
け
る
無
極
道
場
論
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で
あ
る
。
し
か
も
前
者
は
了
庵
派
下
の
大
綱
で
あ
り
、
ま
た
後
者
も
了
庵
派

下
の
無
極
派
で
あ
っ
て
、
共
に
総
民
主
マ
龍
税
一
寺
の
僧
録
が
主
役
と
し
て
介
在

し
て
レ
る
点
そ
の
胤
醗
の
如
何
に
激
し
か

っ
た
か
が
煩
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
も
こ
の
争
論
の
裁
決
に
当
り
幕
府
は
関
三
筒
寺
の
云
分
を
無
即
し
て
ま

で
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
り
も
ば
さ
ず
僧
録
の
寺
格
擁
護
の
た

め
の
処
置
で
あ
る
。
と
も
か
く
幕
府
は
こ
の
よ
う
な
本
末
争
論
の
続
発
を
防

止
す
べ
く
延
享
二
年
に
本
末
の
確
定
を
強
行
す
る
。
そ
の
結
果
は

「
宗
内
寺
院
本
末
の
儀
は
、
従
来
法
除
系
譜
竪
ひ
世
代
の
順
序
等
を
精
密
に

審
査
し
、
延
享
二
年
乙
丑
十
一
月
確
定
の
木
末
簿
両
本
山
宝
庫
に
収
蔵
せ

（
引
）

し
よ
り
以
来
、
離
末
本
寺
換
は
界
易
に
不
相
成
候
」

と
な
り
従
っ
て
こ
れ
を
契
機
と
し
て
争
論
も
少
な
く
な

っ
た
。
こ
れ
は
前
換

に
末
調
査
達
書
の
趣
旨
を
見
て
も
容
易
に
推
察
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
近
世
本
末
制
度
は
幕
初
よ
り
の
、
両
木
山
並
立
政
策
、
僧
録

設
置
に
よ
る
意
志
伝
達
機
関
た
る
末
、
派
寺
院
把
握
政
策
等
の
一

連
の
幕
府
政

策
よ
り
惹
起
さ
れ
た
諸
矛
盾
を
調
整
し
、
解
決
を
目
的
と
し
た
政
策
で
あ

っ

た。

お

わ

り

に

以
上
幕
府
政
策
と
の
関
連
に
重
点
を
置
き
近
世
曹
洞
教
団
の
諸
問
題
を
検

討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
近
世
に
お
け
る
教
図
形
成
の
重
大
な
る
．
要
素
と

し
て
両
本
山
並
立
制
の
成
立
、
行
政
権
の
中
核
と
し
て
の
僧
録
制
度
の
確
立

を
考
察
し
た
。
こ
れ
は
何
れ
も
教
団
を
幕
藩
体
制
に
組
入
れ
る
た
め
の
政
策

で
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
一
連
の
政
策
を
確
定
せ
ん
が
た
め
、
本
末
関
係
を

僧
録
中
心
に
組
替
え
、
政
治
権
力
介
入
の
も
と
に
近
世
的
に
変
革
さ
れ
た
。

従
っ
て
両
本
山
の
並
立
、
僧
録
制
度
の
確
立
が
、
共
に
本
末
制
度
の
絡
み
合

曹
洞
教
団
の
近
世
的
発
展
（
渡
辺

も
い
を
持
つ
こ
と
に
よ
り
、
近
世
的
教
団
へ

と
脱
皮
し
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
曹
洞
教
団
は
幕
府
権
力
と
微
妙
な
る
関
連
を
持
続
し
つ
つ
、
近
世
に

お
い
て
初
め
て
統
合
的
教
凶
を
形
成
す
る
。

な
お
そ
の
過
程
に
お
け
る
無
理
押
し
は
、
本
末
争
論
、
伝
法
公
事
、
両
本

山
の
抗
争
対
立
等
種
々
な
る
矛
盾
と
し
て
具
現
さ
れ
、
何
れ
も
教
団
の
性
格

を
理
解
す
る
た
め
に
究
明
を
迫
ら
れ
る
が
、
総
べ
て
別
の
機
会
に
考
え
て
み

た
い
と
思
う
。

〔
註
〕

（1
）

「
史
学
雑
誌
」
（
六
五
｜
五
）
日
本
史
（
近
世
）
参
照

（2
）
最
近
二
ヶ
年
で
仏
教
関
係
の
も
の
と
し
て
は
渡
辺
宝
陽
「
江
戸
中
期

に
於
け
る
日
蓮
教
学
に
つ
い
て
」
（
「
印
度
学
仏
教
学
研
究
」
六
｜

一
一
）
、
藤
井
学

「
近
世
初
頭
に
於
け
る
京
都
町
衆
の
法
華
信
仰
」
（
「
史

林
」
四
一

l
六
）
等
で
と
に
か
く
そ
の
成
果
は
少
な
い
。

（3
）
地
方
小
本
寺
の
開
創
年
代
を
見
る
と
、
調
査
数
二
、
六
一
八
寺
の
う

ち
南
北
朝
迄
に
三
四
二
寺
、

応
永
以
後
安
土
桃
山
迄
が
一

、
四
九
五

寺
と
な
り
圧
倒
的
に
多
い
、
特
に
応
仁
元
年
以
後
は
一
二
五
二
寺

で
あ
る
。

（
横
関
了
胤

「
洞
門
政
要
」
（
五
三

O
頁
）

（4
）
辻
善
之
助

「
日
本
仏
教
史
」
近
世
之
二

（5
）
「
徳
川
禁
令
考
」
前
集
五
、
六

O
頁、

（6
）

「
本
光
国
師
日
記
」
第
十
七
、
（
大
日
本
仏
教
全
書
九
三
三
頁
）

（7
）
「
日
本
洞
上
聯
燈
録
」
（
曹
洞
全
書
、
史
伝
上
四
七
二
頁
）

（8
）
前
提

「
日
本
仏
教
史
」
近
世
之
二
、
二

二
八
頁

（9
）
前
提
「
洞
門
政
要
」
六
四
四
頁

（刊
）
宇
井
伯
寿

「
日
本
仏
教
概
史
」
一
一
一
ニ
頁

（
日
）
「
日
本
洞
上
聯
燈
録
」
（
曹
洞
宗
全
書
、
史
伝
上
、
三
八
二
頁
、

九
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（
ロ
）
「
洞
門
政
要
」
入
頁
、

（
日
）
栗
山
泰
音
「
総
持
寺
史
」
一
九

O
頁、

（
日
）
「
総
持
寺
史
」
七
六
六
頁
、

（
日
）
「
洞
門
政
要
」
九
頁
、

（
日
）
「
本
光
国
師
日
記
」
第
九
（
大
日
本
仏
教
全
書
四
一
五
頁
）
、
「
徳
川

禁
令
考
」
前
集
五
五

九
頁
、
「
吹
塵
録
」
下
巻
（
海
舟
全
集
四
巻
二

八
三
頁
）

（
打
）
可
睦
斎
由
緒
（
「
総
持
寺
史
」
七

六
五
頁
）

（問）
、
元
禄
七
年
寺
社
奉
行
裁
許
状
（
「
洞
門
政
要
」
一
回
頁
）

（
叩
）
「
吹
塵
録
」
下
巻
（
海
舟
全
集
四
巻
三
一
一
頁
）

（
初
）
「
日
本
仏
教
史
」
近
世
之
一
ニ
、
四
四
三
頁
、

（
幻
）
万
松
山
可
睡
斎
起
立
井
開
山
中
興
之
由
来
略
記
（
曹
洞
宗
全
書
、
寺

誌
三
九
八
頁
）

（
幻
）
龍
穏
寺
古
来
記
（
「
総
持
寺
史
」
七
六
九
頁
）

（
幻
）
饗
林
寺
由
緒
書
（
「
総
持
寺
史
」
七

六
九）

（
M
）
総
持
寺
緊
要
記
録
（
「
総
持
寺
史
」
七
六
七
頁
）

（
お
）
「
本
光
国
師
日
記
」
第
十
七
、
（
大
日
本
仏
教
全
書
九
二

O
頁）

（
お
）
「
日
本
洞
上
聯
燈
録
」
（
曹
洞
宗
全
書
、
史
伝
上
、
五

O
一
頁
）

（
幻
）
安
国
雑
志
序
（
曹
洞
宗
全
書
、
寺
誌
四
三
八
頁
）

（
お
）
「
本
光
国
師
日
記
」
第
十
、
（
大
日
本
仏
教
全
書
四
九
二
頁
）

（m
U
）
「
本
光
国
師
日
記
」
第
十
九
（
大
日
本
仏
教
全
書
一

、
0
0
0
頁）

（
初
）
「
本
光
国
師
日
記
」
第
二
十
（
大
日
本
仏
教
全
書

一、

O
三
三
頁
）

（
訂
）
「
日
本
洞
上
聯
燈
録
」
（
曹
洞
宗
全
書
、
史
伝
上
、
四
八

O
頁）

（
位
）
武
州
川
越
金
地
院
崇
伝
に
対
し
元
和
五
年
九
月
十
七
日
「
弥
停
止
鹿

苑
蔭
涼
之
僧
録
官
職
令
兼
補
子
当
院
詑
」
と
臨
済
宗
の
僧
誌
に
任
じ

九
四

た
の
と
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
（
本
光
国
師
日
記
第
二
十
六
）

（
お
）
「
宗
教
制
度
調
査
資
料
十
六
」
，
（
「
洞
門
政
要
」
二
八
頁
）

（
鈍
）
「
曹
洞
諸
国
録
所
記
」
（
「
洞
門
政
要
「
九
人
頁
）

（お）

「
延
享
度
曹
洞
宗
寺
院
本
末
牒
」
一

頁、

（
初
）
「
日
本
仏
教
史
」
近
世
之
三
、
三
頁

（
幻
）
寛
保
元
年
寺
社
裁
許
問
答
（
「
洞
門
政
要
」
＝
二
入
頁
）

（
鉛
）
「
政
談
」
巻
四
（
日
本
経
済
叢
書

E
五
一
六
頁
）

（
鈎
）
「
総
持
寺
史
」
四
六
一
頁

（
刊
）
大
州
大
泉
補
陀
寺
統
伝
記
（
曹
洞
全
書
史
伝
上
六
四
三
頁
）

（
臼
）
明
治
十
三
年
普
達
第
三
号
（
「
洞
門
政
要
」
三
二

O
頁）
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